
 

男女共同参画・ジェンダー 

男女共同参画社会とは、子どもからお年寄りまであら

ゆる人々が、それぞれの個性や能力を発揮できる社会

のことです。ところが、日本では今も「男性は仕事」「女

性は家庭」などの性別で役割を分ける、旧来の考え方が

根強く残っています。「男らしさ」「女らしさ」ではなく、

一人ひとりの個性や能力である「自分らしさ」を大切に

し、多様な人々の個性や生き方を認め合う社会を目指

しましょう。 



 

女性の働き方 

少子高齢化が急速に進み、労働力人口減少が問題とさ

れる中、2015 年 8 月に「女性活躍推進法」が成立、

女性の社会進出と労働参加が期待されています。しか

し、女性をとりまく環境は万全とは言えません。女性の

働き方をめぐり、出産育児期の離職、育児と仕事の両

立、少ない女性管理職、ハラスメント、非正規雇用の増

加、性別賃金格差などのさまざまな課題を解決してい

くことが不可欠です。 

  



 

女性と政治 

世界の政治分野で、女性たちの活躍を目にすることが

増えました。政府は 2020年までに、議員も含めた指

導的地位に占める女性割合を、30％以上にすることを

目指していますが、日本の女性議員割合は 191ヵ国中

156位と世界的にとても低いうえ、年々ランクが下が

っています。多様な声を政策に反映させていくために、

女性が政治に参加することの意義や方策について考え

てみましょう。 

  



 

女性に対する暴力 

セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為、パート

ナーへの暴力、性犯罪、売買春などは、相手が女性であ

っても男性であっても、相手を傷つけ、人権を著しく侵

害するものであり、許されるものではありません。現状

では、そのほとんどの被害者が女性です。その背景に

は、今も男尊女卑の意識が潜んでおり、女性への暴力

は、男女共同参画社会を形成していく上で、克服すべき

重要な課題となっています。 

  



 

こころとからだ 

現代の女性は、新しい時代の女性像と伝統的な女性役

割の狭間で、日々ストレスを抱えながら生きています。

こころやからだの不調は、プライベートや仕事に大き

な影響を及ぼします。月経や妊娠・出産、婦人科系の病

気や女性ホルモンなど、女性特有の健康問題について

正しい知識で向き合い、こころもからだも健康で、明る

く充実した日々を過ごしましょう。 

  



 

性 

子どもを産むか産まないかということに関する自己決

定は、女性の人生にとって重要な問題であり、正しいプ

ログラムに基づいた性教育は、自立した人間同士が互

いに相手のからだとこころを大切にしながら生きてい

くために大切なものです。 

また、「LGBT」という言葉が知られるようになりつつ

ある現在でも、社会の無理解の中で生きづらさを抱え

る「性的マイノリティ」の人々が身近にいることを、理

解する必要があります。 



 

家 族 

ひとくちに家族といっても、思いうかべるかたちは人

それぞれ。決して同じではありません。夫婦の関係・親

との関係・シングルマザー・結婚する／しない・ステッ

プファミリー・母と娘・児童虐待・同性婚など、家族に

ついて語るときに、はずすことのできないキーワード

は数多くあります。男女共同参画の視点から、いろいろ

な家族のかたちを見てみましょう。 

  



 

男 性 

根強い性別役割分担意識に基づく社会構造のなかで、

「男性は弱音を吐かない」「男性は妻子を養うべき」と

いう男らしさの鎧が、男性の生きづらさを生んでいま

す。家事・育児・介護などを女性に頼ってきたため、親

や妻の介護に直面した時、ひとり親になった時、生活面

で苦労するのも男性です。非正規労働に従事する男性

や、生涯未婚の男性も増えています。歴史的につくられ

た男性像に縛られない生き方が求められます。 

  



 

女性と防災 

災害時には、年齢や性別、障がいの有無、国籍等の他に、

介護や育児などそれぞれの抱える事情で、必要な支援

が異なります。特に女性は、性暴力やドメスティック・

バイオレンスの被害防止の面から、避難所の運営など

で配慮が必要です。日ごろから、男女を問わずいろいろ

な立場や年齢の人が防災組織の運営に加わることで、

多様性に配慮した防災が可能となります。いざという

時のために、女性の力を防災・減災へ反映していきまし

ょう。 



 

老 後 

人類が今まで体験したことのない少子高齢化社会。家

族も変容し、高齢者のみの世帯が増えました。男性介護

者が増えたとはいえ、老老介護を経ておひとり様にな

る側の多くは、平均寿命の長い女性。非正規労働や無償

の家事労働に従事してきたため、収入も少なく社会保

障の恩恵も薄い、高齢女性の貧困が問題です。高齢者を

支える社会保障制度とともに、支え合う地域力を育て

る必要があります。 

  



 

貧 困 

貧困とは、経済状態だけでなく、人間関係や精神的に余

裕のない状態のことも含まれます。その背景には、社会

の構造が深く関わっています。育児や介護による離職

や非正規労働などで経済的に弱い立場になりやすい女

性の貧困、世代間連鎖が指摘される子どもの貧困、今後

急増することが予想される高齢者や単身者の貧困など、

誰にとっても他人事ではありません。貧困の現状を知

り、安心して暮らしていくためのヒントを考えてみま

せんか。 



 

女性の生き方 

さまざまな分野で、固定的な役割分担意識に捉われず、

個性と能力を十分発揮し活躍する女性がいます。変化

する社会の中で、生き方を模索する女性にとって、女性

差別や人権問題を乗り越え力を発揮した女性の生き方

を探ることは、女性の社会進出や経済的自立などを進

めるうえで、参考になります。 


